
２

（
略
）

２

（
略
）

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
設
備
運
営
基
準
を
常
に
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
設
備
運
営
基
準
を
常
に
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
給
付
金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭
の
管
理
）

（
給
付
金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭
の
管
理
）

第
十
二
条
の
二

乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
、
障
害
児
入
所
施
設
、
児
童
心
理
治
療
施
設
及
び
児
童
自
立
支
援
施

設
は
、
当
該
施
設
の
設
置
者
が
入
所
中
の
児
童
に
係
る
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
定
め
る
給
付
金
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
給
付
金
」
と
い
う
。）の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
給
付
金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭
を
次
に
掲

げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
の
二

乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
、
障
害
児
入
所
施
設
、
児
童
心
理
治
療
施
設
及
び
児
童
自
立
支
援
施

設
は
、
当
該
施
設
の
設
置
者
が
入
所
中
の
児
童
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
給
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
給
付
金
」
と
い
う
。）の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
給
付
金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭
を
次
に
掲
げ
る

と
こ
ろ
に
よ
り
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

（
乳
児
院
の
長
の
資
格
等
）

（
乳
児
院
の
長
の
資
格
等
）

第
二
十
二
条
の
二

乳
児
院
の
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
指
定

す
る
者
が
行
う
乳
児
院
の
運
営
に
関
し
必
要
な
知
識
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
研
修
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
人

格
が
高
潔
で
識
見
が
高
く
、
乳
児
院
を
適
切
に
運
営
す
る
能
力
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条
の
二

乳
児
院
の
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

者
が
行
う
乳
児
院
の
運
営
に
関
し
必
要
な
知
識
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
研
修
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
人
格
が

高
潔
で
識
見
が
高
く
、
乳
児
院
を
適
切
に
運
営
す
る
能
力
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

都
道
府
県
知
事
（
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
指
定
都
市
の
市
長
と
し
、
児
童
相
談
所
設
置
市
に
あ
つ
て
は
児

童
相
談
所
設
置
市
の
長
と
す
る
。
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
八
条
第
一
号
、
第
三
十
八
条

第
二
項
第
一
号
、
第
四
十
三
条
第
一
号
、
第
八
十
二
条
第
三
号
、
第
九
十
四
条
及
び
第
九
十
六
条
を
除
き
、

以
下
同
じ
。）が
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
者
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

期
間
の
合
計
が
三
年
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
指
定
す
る
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た

も
の

四

都
道
府
県
知
事
（
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
指
定
都
市
の
市
長
と
し
、
児
童
相
談
所
設
置
市
に
あ
つ
て
は
児

童
相
談
所
設
置
市
の
長
と
す
る
。
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
八
条
第
一
号
、
第
三
十
八
条

第
二
項
第
一
号
、
第
四
十
三
条
第
一
号
、
第
八
十
二
条
第
三
号
、
第
九
十
四
条
及
び
第
九
十
六
条
を
除
き
、

以
下
同
じ
。）が
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
者
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る

期
間
の
合
計
が
三
年
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た
も
の

イ
〜
ハ

（
略
）

イ
〜
ハ

（
略
）

２

乳
児
院
の
長
は
、
二
年
に
一
回
以
上
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
指
定
す
る
者
が

行
う
研
修
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

２

乳
児
院
の
長
は
、
二
年
に
一
回
以
上
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
者
が
行
う

研
修
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
母
子
生
活
支
援
施
設
の
長
の
資
格
等
）

（
母
子
生
活
支
援
施
設
の
長
の
資
格
等
）

第
二
十
七
条
の
二

母
子
生
活
支
援
施
設
の
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
こ
ど
も
家
庭
庁

長
官
が
指
定
す
る
者
が
行
う
母
子
生
活
支
援
施
設
の
運
営
に
関
し
必
要
な
知
識
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
研
修
を

受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
人
格
が
高
潔
で
識
見
が
高
く
、
母
子
生
活
支
援
施
設
を
適
切
に
運
営
す
る
能
力
を
有
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
の
二

母
子
生
活
支
援
施
設
の
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
厚
生
労
働
大
臣

が
指
定
す
る
者
が
行
う
母
子
生
活
支
援
施
設
の
運
営
に
関
し
必
要
な
知
識
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
研
修
を
受
け

た
者
で
あ
つ
て
、
人
格
が
高
潔
で
識
見
が
高
く
、
母
子
生
活
支
援
施
設
を
適
切
に
運
営
す
る
能
力
を
有
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

都
道
府
県
知
事
（
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
指
定
都
市
の
市
長
と
し
、
中
核
市
に
あ
つ
て
は
中
核
市
の
市
長

と
す
る
。）が
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
者
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
期

間
の
合
計
が
三
年
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
指
定
す
る
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た
も

の

四

都
道
府
県
知
事
（
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
指
定
都
市
の
市
長
と
し
、
中
核
市
に
あ
つ
て
は
中
核
市
の
市
長

と
す
る
。）が
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
者
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
期

間
の
合
計
が
三
年
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た
も
の

イ
〜
ハ

（
略
）

イ
〜
ハ

（
略
）

２

母
子
生
活
支
援
施
設
の
長
は
、
二
年
に
一
回
以
上
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
指

定
す
る
者
が
行
う
研
修
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

２

母
子
生
活
支
援
施
設
の
長
は
、
二
年
に
一
回
以
上
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
者
が
行
う
研
修
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

（
保
育
の
内
容
）

（
保
育
の
内
容
）

第
三
十
五
条

保
育
所
に
お
け
る
保
育
は
、
養
護
及
び
教
育
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
を
そ
の
特
性
と
し
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
指
針
に
従
う
。

第
三
十
五
条

保
育
所
に
お
け
る
保
育
は
、
養
護
及
び
教
育
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
を
そ
の
特
性
と
し
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
指
針
に
従
う
。
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